★名古屋支部例会　　　2007年12月 8日（土）15：00～17：30

会　場：　名古屋市中生涯学習センター　第2集会室

参加者：　長谷川一郎会長、平澤康男、池村俊彦、滝　敏美、吉田孝次、

清野千代子、田中利彦、長谷部孝男、水野義兼、大倉正敏、木村達也、

尾崎公一、岡本貞夫、後藤俊樹　　（14名）　　　

主な話題：

1． 作図による火星の星座間の位置早見　　他３件　（平澤）

火星の図による位置計算、金星の諸現象の早見盤、2008年～2010年および2012年の旧暦の日付の割り振り・閏月についての資料。　 

2． 月面写真展開ソフト　　（長谷部）

クラビウス周辺の15cm反射による写真を真上から見た写真に座標変換するソフトの試作紹介。月面図でのテスト変換など。

3． 2007年オリオン座流星群の活動―日進での電波観測から　（岡本）

眼視ZHRと電波観測による長時間エコーの比較。2007年は、10月22～23日に極大か。

4． ペルーに落ちた隕石についての紹介　（吉田）

ボリビア・ペルー南部プノにおける隕石落下によるクレーターの様子を紹介。直径30ｍ、深さ6ｍ、水が溜まり、池になっている。

5． Holmes彗星の観察　（滝）

17P／Holmes彗星の眼視によるスケッチ観測から、位置、視直径

などを測定。10月27日から11月18日まで測定された。

6． 各地の観測者の写真・観測結果などの紹介　（田中）

70P／Kojima彗星、タットル彗星、8P／Tuttle、93P／Lovas、

Nova　M31　2007－12ａ、17P／Holmesなどの彗星の写真を紹介。

７．Holmes彗星の写真報告　　（尾崎）

８．小島信久氏によるHolmes彗星、70P／Kojima彗星の画像（平澤）

９．平澤康男氏　東亜天文学会賞受賞について

アメリカ変光星観測者協会表彰、市立名古屋科学館での天文普及活動歴、東亜天文学会名古屋支部長としての指導

10． 長谷川一郎会長による「天保暦の二十四節気」についてのコメン

　　ト～天保暦から、地球の公転軌道が楕円軌道であることを基にした

　　暦になったために、「二十四節気」が従来とは異なり正確に定められ

　　た。そのような差でも、閏月の設定がくるうことがありえます。

○　忘年会　　12月8日（土）「八心」午後６時～８時、参加者14名

　　長谷川一郎会長、平澤さんを囲んで天文談義に花が咲きました。

詳細は[東亜天文学会　名古屋支部]　ホームページ

「http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/」をご覧ください。
（報告者　後藤俊樹）
